
研
究
余
話

⑨

作
品
と
実
生
活

魯
迅
の
な
か
の
周
樹
人

儀
我
壮

一
郎

(ぎ
が
)
そ
う
い
ち
ろ
こ

蘇
言
宿
願
言
脱
脂
四

魯
迅

の
母

 

魯
迅
の
作
品
に
は
、
中
国
内

外
の
諸
矛
盾
、
お
よ
び
、
周
樹
人
と
し
て
の

実
生
活

の
喜
怒
哀
楽
と
深

い
思
索
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
。
家
族
か
ら
見
よ
う
。

魯
迅
の
父

・
周
伯
宜
は
、

一
八
八
〇
年
、

三
歳
年
上
の
魯
瑞

(
一
八
五
八
~
一
九
回
二
)

と
結
婚
し
た
。
五
人
の
子
ど
も
の
う
ち
二
人

は
夭
折
、
長
男
樹
入

(魯
迅
)
、
次
男
作
人
、

三
男
建
人
が
次
の
世
代
と
な

っ
た
。
義
父
の

投
獄
、
夫
の
病
死
に
と
も
な
う
周
家
の
没
落

過
程
で
、
明
る
く
聡
回
べ

独
学
で
字
も
読
め

る
学
力
に
達
し
て
い
た
魯
瑞
の
苦
労
は
、
並

大
抵
で
は
な
か
っ
た
。
樹
人
は
、
母
の
気
持

ち
を
痛

い
ほ
ど
理
解
し
、
「母
の
願
望
に
そ

っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
自
分

の

一
生
と
思

い
定
め
る
よ
う
に
な

っ
た
」

(三
宝
政
美

『悩

め
る
家
長

・
魯
迅
』
日
中
出
版
、

一
九
八
八
年
、

三
四
回
)
。

受
け
止
め
た
か
。
魯
迅

一
家
と
親
交
が
あ

っ

た
愈
芳
に
よ
れ
ば
、
朱
安
が
、
「
石
女
は
地

獄
に
堕
ち
る
。
し
か
し
正
妻
で
あ
る
自
分

の

に
許
広
平
と
い
う
女
が
跡
継
ぎ
を
生
ん

ご
そ
れ
で
周
家

の
嫁
と
し
て
自
分

哀
め
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
り
、
地
獄
に

畳
子
本
安
は
解
消
さ
れ
る
」
と
考
え
て
自

7
で
慰
め
た

(沼
野
誠
介
、
前
出
、
八
〇
ヅ
)。

日
中
戦
争
中
の

一
九
四
三
年
、
八
五
歳
の

了

魯
瑞
は
、
朱
安
に
み
と
ら
れ
て
逝
去
。

そ
の
後
の
朱
安
は
許
広
平
の
送
金
で
西
三
条

胡
同

の
家
を
支
え
、

一
九
四
七
年
六
月
、
六

九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
許
広
平
と
魯
迅
と

の
愛
の
進
行
は

『両
地
書
』
に
示
さ
れ
て
い

る
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
「
狂
人
日
記
」

二

九

一
八
)
の
主
人
公
の
狂
人
は
食
わ
れ
る
こ
と

を
お
そ
れ
な
が
ら
、
自
分
も

「人
を
食
う
」

ダ

 

「人
」

に
は
、
未
安
が
含
ま
れ
る

の
で

あ
る
。

詣
一回
心胆
翁
奇
談
厘

藤
野
厳
九
郎
教
授
と
敷
波
重
次
郎
教
授

魯
迅
の
『藤
野
先
生
』
(
一
九
二
六
)咤

こ

の
二
人
の
教
授
を
対
照
的
に
描
く
当
初
の
予

定
が
、
藤
野
先
生
ひ
と
り
に
絞
り
込
む
こ
と

に
な

っ
た
。
藤
野
先
生
の
解
剖
学
の
魯
迅
の

得
点
は
実
は
五
九

こ
二
点
で
不
合
格
で
あ

っ

周
家
は
フ
1‐
人
の
懸
命

の
努
力
で
復
興

  

約
の
知
ら
せ
に
驚
き
、
解
消
を
求
め
た
が
、

し
、

一
九
二
〇
年
の
正
月
に
は
北
京
八
道
湾

  

母
は
譲
ら
な
か

っ
た
。
母
親
思

い
の
長
男
樹

胡

同

一

 

一
号

の
四
合
院
に
、
母
、
樹
人
夫

  

人
は
、
①
纏
足
を
解
く
こ
≒

②
学
校
で
文

妻
、
作
人
と
日
本
人
妻

・
羽
太
信
子
、
建
人

  

字
を
学
ぶ
こ
と
を
条
件
に
、
や
む
を
え
ず
承

の
六
人
が
め
で
た
く
移
り
住
ん
だ
。
清
水
安

  

認
し
た
が
、
条
件
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

三
の
紹
介
で

エ
ロ
シ

ェ
ン
コ
を
同
居
さ
せ
た

   

一
九
〇
六
年
七
月
、
「
母
病
気
、
即
刻
帰

時
期
も
あ
る

爾
野
誠
介

『魯
迅
と
日
本
』
文

  

国
せ
よ
」
の
電
報
を
受
け
と

っ
た
樹
人
が
帰

芸
社
、
二
〇
〇
四
午
、
互
(
コ
。
信
子
の
妹
・

  

国
す
る
と
、
朱
安
と

の
挙
式
が
待

っ
て

い

芳
子
と
建
人
の
恋
愛

・
結
婚
の
後
、

一
九
二

  

た
。
「朱
安
は
母

が
私
に
く
れ
た
贈
物
だ
か

三
年
七
月
、
作
人
が
樹
人
に
絶
縁
状
を
送
る

  

ら
、
号
っ
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
祀

愛
情

事
件
が
起
こ
り
、
周
家
の
離
散
が
始
ま
る
。

  

は
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
」
。
親
友

の

短
編

「兎
と
猫
」
(
一
九
二
二
)
は
、
「周

  

許
寿
裳
は
、
魯
迅
の
こ
の
言
葉
を
記
録
し
て

家

の
嫁
」
と
し
て
健
気
に
生
き
る
三
太
太

  

い
る

(『亡
友
魯
迅
印
象
記
』
三
宝
政
差

前

(芳
子
)
を
描

い
た
。
そ

の
芳
子
に
は
、

一

  

出
、
五
〇
ご
。

九
二

I
年
か
ら
上
海
に
単
身
赴
任
し
て
い
た

   

一
九
二
三
年
八
月
に
、
八
道
湾

の
家
を
出

建
人
と
新
し
い
愛
人

こ
恚
温
和
と
の
間
の
長

  

る
直
前
、
魯
迅
は
朱
安
に
、
①
八
道
湾
に
と

女
出
生
と
い
う
破
局
が
訪
れ
る
。
「傷
逝
」

  

ど
ま
る
か
、
②
紹
興
の
実
家
に
も
ど
る
か
、

(
一
九
二
五
)
は
、
建
人
と
芳
子
の
恋
愛
と
離

  

と
尋
ね
た
。
朱
安
咤

「私
を

(仮
住
居
の
)

別
の
深
層
と
魯
迅
の
複
雑
な
心
境
を
示
す
名

  

碑
塔
胡
同
に
つ
れ
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
答

作
。
正
妻
の
悲
劇
と
し
て
、
樹
人
=
魯
迅
の

  

え
た
。
二
人
だ
け
で
暮
ら
す
な
か
で
、
朱
安

場
合
と
酷
似
す
る
側
面
に
も
留
意
し
よ
う
。

  

は
、
良
妻
に
な
る
う
と
献
身
的
に
努
力
す
る

詣
翁
膳
言
縁
難

  

が
、
魯
迅
の
愛
情
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

魯
迅
の
二
人
の
妻

 

魯
迅
の
母
は
、
樹
人

   

一
九
二
七
年
ご
晋
迅
は
、
上
海
で
、
北
京

よ
旦
二
歳
年
上
の
朱
安

二
八
七
う
二

九

  

時
代
の
教
え
子

’
許
広
平
と
結
ば
れ
、

一
九

四
七
)
を
、
樹
人
の
許
嫁
と
決
め
た
。

ご
几

  

二
九
年
九
月
、
周
海
嬰
が
生
ま
れ
る
。
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○
二
年
か
ら
東
京
に
留
学
中
の
樹
入
は
、
婚

   

正
妻
の
朱
安
は
、
許
広
平
の
出
産
を
ど
う

か
が
、

一
科
目
だ
け
の
不
合
格
な
の
で
進
級

  

一
九
七
〇
年
)
と
伊
藤
漱
平

・
中
島
利
郎
編

で
き
た
。
当
時

の
ク
ラ
ス
総
代

・
鈴
木
逸
太

  

訳

『魯
迅

こ
和
田
渉
師
弟
答
間
集
』
(汲
古

の
回
想
に
よ
れ
ば
、
魯
迅
に
対
す
る

「
い
や

が
ら
せ
」
は
、
藤
野
先
生
に
対
す
る

一
部

の

学
生
の
反
発
が
主
目
的
で
、
魯
迅
の
ノ
F
卜

の
添
削
は
、
利
用
さ
れ
た
形
だ
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る

三
宝
政
美
、
前
出
、
一
三
二
こ
。

昌
三諮
額
頂
回
心

魯
迅
と
日
本
人
と
の
交
流

 

魯
迅
の
日
記

二

九

一
二
圭
二
六
)
は
、

一
九
二
二
年
分
か

欠
け
て
い
る
が
、
出
て
く
る
人
物
は

一
九
五

〇
名
、
そ
の
中
で
外
国
人
二
四
六
名

(日
本

一
九
七
名
、

ソ
連
)
三
名
、
米
国

二

一名
、

ド
イ
ツ
九
名
、
英
国
二
名
な
ど
)。

▽
匹
二

I
年
だ
け
で
も
、
増
田
渉
、
金
子
光
晴
、
長

谷
川
如
是
閑
、
鈴
木
大
拙
、
室
伏
高
信
、
横

光
利

一
、
林
芙
英
子
、
新
居
格
、
武
者
小
路

実
篤
、
長
与
善
郎
、
前
田
河
広

一
郎
、
尾
崎

秀
実
そ
の
他
と
会
談
。
【
一
九
三
〇
年
代
は

日
中
知
識
人
の
間
に
革
命
的
連
帯
が
あ

っ
た

頃
】
(沼
野
誠
介
、
前
出
、
八
四
ご

と
さ
れ

る
。
ス
メ
ド
レ
ー
、
ゾ
ル
ゲ
と
上
海
で
交
流

し
か
尾
崎
は

「
阿
Q
正
伝
」

の
共
訳
者
で
あ

る
。
魯
迅
の
最
後
の
直
弟
子
増
田
渉

(後
に

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
教
授
)
の

『魯
迅
の
印

象
』
(講
談
社
、

一
九
四
八
年
、
角
川
新
書
版
、

書
院
、

一
九
八
六
年
)
は
、

一
九
三
〇
年
代

の
魯
迅
を
理
解
す
る
た
め
の
最
重
要
な
文
献

江
属
す
る
。

一
海
知
義
氏
に
よ
れ
ば
ソ
署
迅
は
、
一
九

二
八
、
九
年
に
河
上
肇
の
日
本
語
の
著
憲
二

冊
を
上
海
の
内
山
書
店
で
購
入
し
た
。
魯
迅

も
河
上
肇
も
、
そ
の

「文
学
」
「経
済
学
」

だ
け
で
は
な
く
、
教
育
、
文
化
普
及
、
政
治

活
動
な
ど
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

か
お
る

(加
藤
周
丁

井
上
ひ
さ
し
∴
杉
原
四

郎
∴

海
知
義

『河
上
肇

 

二

I
世
紀

に
生
き

る
思
想
』
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、

一

海
知
義

『河
上
肇
そ
し
て
中
国
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
な
ど
参
照
)。
魯
迅
と
薯
秋
白

・

毛
沢
東
と
の
関
係
は
、
丸
山
昇

「魯
迅
没
後

七
〇
周
年
に
思
う
こ
と
」
(「し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

二
〇
〇
六
年

一
〇
月

一
九
日
付
)、
同

「魯

と

『文
化
大
革
命
』
」

(「
日
中
友
好
新
聞
」

九
六
八
年

一
一
月

一
一
日
付
)、
中
野
美
代

『中
国
の
ペ
ガ
ソ
ス
列
伝
I
武
則
天
命

魯
迅
ま
で
』
(日
本
文
芸
社
、

一
九
九
≒
年
)

周
海
嬰
の
指
摘

(沼
野
誠
介
、
前
出
、
佃
づ

な
ど
参
照
。

       

…

…

(大
阪
市
立
大
学
名
誉
笏
皆
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